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１ 点検・評価の趣旨 

大仙市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２

号）第２６条の規定により、教育委員会が行う教育事務の管理及び執行の状況について点検・

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとし

ました。 

 

２ 点検・評価の実施方法 

(1) 点検・評価の対象とする事務 

点検・評価の対象とする事務は、令和４年度の教育委員会の活動に関する事務のほか、大

仙市総合計画、新しい時代の学校教育だいせんビジョン、大仙市生涯学習推進計画に基づく

同年度に実施した事業のうち、１５事業を選定し、点検・評価を行いました。 

(2) 点検・評価の方法 

点検・評価は、事務事業の点検・評価表により、担当課による自己評価を実施するととも

に、有識者からの外部評価をいただきました。 

(3) 外部評価していただいた有識者 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定に基づき、社会福祉法人

大空大仙事務局長 逸見博幸氏、学識経験者 菅原 潔 氏の２氏から評価していただきまし

た。 

(4) 外部評価後の検証・実施 

外部評価を踏まえ、事務事業を再検証し、できる限り今後の施策に反映していきます。 

 

 

【参考】 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抄) 

 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4項の規定により事務局職員等に委任された事務

を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図るものとする。 
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３ 教育委員会の活動に関する事務 

(1) 教育委員会の会議の開催状況 

教育委員会の会議は、毎月１回開催する定例会と必要に応じて開催する臨時会があります。 

      令和４年度は、定例会のほか臨時会を２回開催し、合計１４回開催しました。 

 

開催期日 

及び場所 
議  案 

定 R4.4.27 

大曲庁舎 

議案第 19 号 奨学資金運営審議会委員の委嘱に関する臨時代理について 

議案第 20 号 公民館運営協力委員の委嘱に関する臨時代理について 

議案第 21 号 大仙市立図書館協議会委員の任命に関する臨時代理について 

議案第 22 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第１号）案に関する臨時代理

について 

定 R4.5.20 

大曲庁舎 

議案第 23 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第２号）案に関する臨時代理

について 

定 R4.6.29 

大曲庁舎 

議案第 24 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第３号）案に関する臨時代理

について 

議案第 25 号 教育支援専門検査員の委嘱に関する臨時代理について 

議案第 26号 大仙市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第 27 号 学校給食センター運営委員会委員の任命又は委嘱について 

定 R4.7.27 

大曲庁舎 

議案第 28 号 教育に関する事務の点検・評価報告書案について 

議案第 29 号 大仙市教育支援委員会委員の委嘱について 

定 R4.8.24 

大曲図書館 

議案第 30号 四ツ屋公民館改築事業建築工事請負契約に関する臨時代理について 

議案第 31 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第４号）案に関する臨時代理

について 

議案第 32 号 令和４年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）案に関

する臨時代理について 

定 R4.9.26 

神岡農村環境改善ｾﾝﾀｰ 議案なし（報告案件のみ） 

定 R4.10.21 

大曲庁舎 

議案第 33号 大仙市八乙女交流センター条例施行規則の一部を改正する規則の制

定について 

議案第 34 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第６号）案について 

定 R4.11.21 

大曲図書館 

議案第 35 号 大仙市学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定に関する臨時代理について 

議案第 36 号 大仙市健康文化活動拠点センター「ペアーレ大仙」の指定管理者の

指定に関する臨時代理について 

議案第 37 号 大仙市八乙女交流センターの指定管理者の指定に関する臨時代理

について 

議案第 38 号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第８号）案に関する臨時代理

について 

定 R4.12.23 

大曲庁舎 
議案第 39 号 大仙市立小中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 
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令和５年 

 

 

定 R5.1.27 

大曲庁舎 
議案なし（報告案件のみ） 

定 R5.2.20 

大曲庁舎 

議案第１号 大仙市学校施設再編整備基金条例案に関する臨時代理について 

議案第２号 大仙市公民館条例の一部を改正する条例案に関する臨時代理につい

て 

議案第３号 令和４年度大仙市一般会計補正予算（第 10号）案に関する臨時代理

について 

議案第４号 令和４年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）に関する臨

時代理について 

議案第５号 令和５年度大仙市一般会計予算案に関する臨時代理について 

議案第６号 令和５年度大仙市学校給食事業特別会計予算案に関する臨時代理に

ついて 

議案第７号 令和５年度大仙市奨学資金特別会計予算案に関する臨時代理につい

て 

臨 R5.2.27 

大曲図書館 
議案第 8号 県費負担教職員の人事の内申について 

臨 R5.3.15 

大曲図書館 
議案第 9号 大仙市教育委員会職員の処分について 

定 R5.3.29 

大曲庁舎 

議案第 10 号 大仙市会計年度任用職員（学校用務員）就業規則の一部を改正する

規則の制定について 

議案第 11 号 大仙市学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規

則の制定について 

議案第 12 号 大仙市部活動地域移行支援コーディネーター設置規則の制定につ

いて 

議案第 13 号 大仙市部活動地域移行推進本部設置要綱の制定について 

議案第 14 号 大仙市刈和野地区コミュニティセンター管理運営規則を廃止する

規則の制定について 

議案第 15 号 教育アドバイザーの任命について 

議案第 16 号 教育アドバイザーの任命について 

議案第 17 号 大仙市市民会館等運営連絡協議会委員の委嘱について 

議案第 18 号 大仙市市民会館等運営連絡協議会専門委員会委員の委嘱について 

 

※ 議案番号は暦年による一連番号 

※ ９月定例会は移動教育委員会として開催 
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(2) 教育長・委員の活動状況 

【入学式】 

日 程  令和４年４月６日～８日 

場 所  小学校 20 校、中学校 10 校  全 30 校 

出席者  教育長、教育委員、事務局長、課・所・館長 

【学校訪問】 

 日 程  令和４年６月２１日～１２月２１日  全 30 日程 

 場 所  小学校 20 校、中学校 10校  全 30 校 

 訪問者  教育長、教育委員、事務局長、課・所・館長、指導主事 

   【公民館訪問】 

日 程  令和４年６月１６日、１７日 

場 所  市内８公民館 

訪問者  教育長、事務局長、課・館長、地域学校協働活動推進員 

   【卒業式】 

    日 程  令和５年３月１１日～１６日 

場 所  小学校 20 校、中学校 10 校  全 30 校 

    出席者  教育長、教育委員、事務局長、課・所・館長 

 

(3) 教育長・委員の研修状況 

  【第７３回東北都市教育長協議会定期総会】 

   時 期  令和４年４月２０日 

   場 所  大館市 

   出席者  教育長 

  【第７２回全国都市教育長協議会定期総会】 

   時 期  令和４年５月１２日、１３日 

   場 所  山口県 

   出席者  教育長 

  【令和４年度第１回県南地区教育長会議】 

   時 期  令和４年５月２５日 

   場 所  横手市役所条里南庁舎 会議室 

   出席者  教育長、事務局長 

【令和４年度大仙市教育委員会委員研修視察】 

日にち  令和４年９月２６日 

場 所  かみおか嶽雄館 

出席者  教育長、教育委員、事務局長、課・所・館長 

  【全県教育長会議】 

   時 期  令和４年１０月１３日 

   場 所  秋田県庁 第二庁舎 

   出席者  教育長 

【令和４年度第２回県南地区教育長会議】 

   時 期  令和４年１１月７日 

   場 所  横手市役所条里南庁舎 会議室 

   出席者  教育長、事務局長 
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   【秋田県市町村教育委員会連合会及び秋田県都市教育長協議会】 

    時 期  令和４年１１月８日 

    場 所  秋田市役所 

    出席者  教育長、教育委員、教育指導課長 

   【第１９回Ｂ＆Ｇ全国教育長会議】 

    時 期  令和４年１１月９日 

    場 所  東京都 

    出席者  教育長 

   【第１５回Ｂ＆Ｇ全国サミット】 

    時 期  令和５年１月２４日 

    場 所  東京都 

    出席者  教育長 

   【秋田県都市教育長協議会】 

    時 期  令和５年２月１日 

    場 所  あきた芸術劇場ミルハス 

    出席者  教育長、教育指導課長 

 

 

 

４ 総合教育会議の開催状況 

総合教育会議とは、平成２７年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律の一部を改正する法律」に基づき、市長と教育委員会を構成員として設置されるもので、市

長と教育委員会が教育の課題やあるべき姿を共有し、相互の連携を図りつつ、より一層民意を

反映した教育行政の推進を図ることを目的としています。 

令和５年２月３日、大仙市役所大曲庁舎において令和４年度第１回大仙市総合教育会議を 

開催しました。この会議では、大仙市総合教育会議傍聴人要綱の一部を改正する要綱の制定に

ついて、また、部活動の地域移行に関する取組の現状と課題について協議を行っています。 

 

 

【令和４年度第１回大仙市総合教育会議】 

  日  時  令和５年２月３日（金） 午後３時３０分 

  場  所  大仙市役所大曲庁舎 ３階 大会議室 

  協議事項  （1） 大仙市総合教育会議傍聴人要綱の一部を改正する要綱の制定について 

         (2) 部活動の地域移行に関する取組の現状と課題について 
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番号 1 分野 学校教育 担当課 教育総務課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事務事業の点検・評価表

自己評価 　この制度の申込者数は年度によりばらつきはあるものの、大学生等については定員以
内であり、また、高校生についてはほとんど申請がない状況である。高校生の申請が少
ない要因としては、高校授業料の支援制度により、家庭の負担が少なく済むことが考え
られる。
　この制度を利用した者は、ほぼ卒業・就職できていることから、有用な事業であると
自己評価しており、今後も継続していくべきものと考えている。

　平成20年度以降、滞納繰越分の収納率が毎年低下していることから、滞納者の個々の
実情を考慮しつつ、市民部債権管理課と連携を取りながら適切に対応する必要がある。

奨学資金貸付事業

　この事業は、経済的な理由で進学を断念することがないよう大学生等及び高校生に奨
学金を貸与し、有為な人材育成を図ることを目的とする。

■　順調に達成した
□　達成したが課題があった

□　おおむね達成した
□　達成できなかった

事  業  の
実施状況

事業費 １３，０６０千円

 令和４年度は、大学生等及び高校生に次のとおり奨学資金を貸与した。
　１　月額奨学金　　（　）内は令和４年度新規認定者数
　　　大学生等　　　月額 ４万円    27 (5)人   1,306万円
　　　高 校 生　    月額 ２万円     0 (0)人
　
　２　特別奨学金（入学一時金）令和４年度貸与者（新規認定者のうち、希望者のみ）
　　　大学生等　　　　　  10万円       1人            10万円

【年度別新規認定者数】 （単位:人）

元年度 ２年度 ３年度 ４年度

大学生等 10 15 11 5

高 校 生 1 0 0 0
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外部評価

有識者の
意見・評価

●利用者数は年度によりバラツキはあるが、教育に対する経済的な支援や人材育成の観
点からこの事業は継続すべき事業と思う。しかしながら償還金の滞納額も14,800千円と
なっているとのことから、償還方法の工夫、定期的な納付相談など引き続き滞納整理に
努めていただきたい。また、卒業後地元に就職するなど一定の条件を満たす方への奨学
金返還助成制度はあるが、卒業者の地元定着を促進する意味では返還免除制度について
も検討してみたらどうか。

◆この事業については、向学意欲あっても家庭の状況から断念せざるを得ない等への対
応も含め、教育機会の平等という観点からとても有益であり、今後も長く続くことを希
望します。とくにここ数年はコロナ禍であったこともあり、その意義は大きかったと思
われます。自己評価の中で、「制度利用者は、ほぼ卒業・就職できている」とあること
から、利用者の怠学はほとんどなかったことと考えられ、好ましい状況です。今後は、
その実施の方法について再考してはどうでしょうか。具体的には、貸付の額等を多様な
ものにしてほしいと思います。例えば、国公立と私立の違い、自宅生と親元を離れての
違い等、負担の大きさに応じた額であることが適当だと思います。事務的な煩雑さは増
しますが、ぜひ検討してほしいと思います。課題として収納率についてあげられていま
す。コロナ禍の最中には、奨学金自己破産や奨学金地獄という文言がメディアから聞こ
えたことがありました。悪質な場合は法的な手段等を踏まえつつも、未来ある若者の実
情には十分に配慮をお願いしたいと思います。
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番号 2 分野 学校教育 担当課 教育指導課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事務事業の点検・評価表

自己評価

　令和４年度は４月末の時点でＡＬＴ１１人の配置が完了し、中学校外国語の学習指導に加え、
小学校外国語/外国語活動の授業時数の半分以上で、ネイティブスピーカーとの授業を実施でき
る体制を整えることができた。新型コロナウイルスの影響でALT来日が予定通り実施できなかっ
た令和３年度までと比較すると、児童生徒が活きた英語に触れる機会が増加することとなった。
　グローバルジュニアマイスター育成事業においてはコロナ禍の影響で外部（観光客・留学生
等）との接触によるポイント獲得は限られたが、校内でのALTの積極的な活用やインターナショ
ナルデー・大仙イングリッシュデー等の機会における意欲的な取り組み等が見られた。

　ＡＬＴ・ＣＩＲの配置や授業時数を考慮しながら、児童生徒がより活きた英語に触れる機会を
より多く保障することで、外国語学習を通じてコミュニケーション能力の素地や基礎が一層養わ
れていくようにしていかなければならない。また、グローバルジュニアマイスター育成事業にお
いては、今後、感染対策に配慮しながら、これまで以上に積極的にポイントを与え、自己有用感
を醸成することも児童生徒のために必要である。
　これらの課題を踏まえ、効率的・効果的なALT・CIR派遣の在り方の模索やオンラインシステム
等の有効な活用、月１回行われる市教育委員会主催のALT研修の充実など、ALT・CIRの意見を取
り入れながら、工夫・改善をしていく必要がある。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　大仙グローバルジュニア育成事業

　国際化の進展に伴い重要視される国際理解教育及び外国語教育の充実のため、外国語指導助手
（ＡＬＴ）・国際交流員（ＣＩＲ)等を配置し、児童・生徒の国際感覚、コミュニケーション能
力の向上を図る。また、グローバル人材の育成や令和２年度からの小学校学習指導要領の全面実
施をふまえ、市内の小・中学生を対象とした大仙イングリッシュ・デーの開催や、web会議シス
テム等を活用した海外の方とのオンライン交流等、児童生徒の体験活動の充実を図る。

事 業 の
実施状況

事業費 53,661千円

①外国語指導助手等招致事業
　ＡＬＴ・ＣＩＲを配置し、中学校外国語の学習指導
及び小学校等における外国語活動等を実施。例年､新
規ＡＬＴの受け入れは８月に行っていたが、新型コロ
ナウイルスの影響で来日できない時期があったため、
令和４年度は４月にも２名、受け入れを行った。
年度末時点での配置人数は１２人(CIR1名、ALT11名）
となっている。ALTは輪番制で「ALTから見た大仙市」
記事をホームページ上で更新しており、児童生徒のみ
ならず市民にも、その活動を還元できる活動を行った。
②グローバルジュニアマイスター育成事業
　児童生徒が、海外や県外の方々と英語等を使った
コミュニケーションや情報交換、観光案内などの目的
をもった交流活動を実施した場合に、内容に応じてポ
イントを付与し、グローバルジュニアマイスターに認
定した。
③大仙イングリッシュデー
　大仙市内の小学生９２名、中学生８人が参加し､ＡＬＴ・ＣＩＲとともに英語による活動及び
交流を実施した。希望児童生徒が応募枠を大きく超えたため、日程を変更し希望者全員を受け入
れた。

【ALT・CIR配置人数】

ALT 9 11 11
CIR 1 1 1
計 10 12 12

【グローバルジュニアマイスター認定者数】

R2 R3 R4
109 62 209
58 34 42
35 26 22
14 15 12

ブロンズ
シルバー
ゴールド
マイスター

R4R2 R3
(年度末）
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・新型コロナウイルスの影響はあったにもかかわらず、ALTの必要数配置により子ど
もたちの生きた英語に触れる機会の確保が出来ていると思う。
・市のホームページにALTの活動を紹介する「ALTから見た大仙市」が掲載されている
が、英文のみの記載なので日本語の対訳も掲載すれば大仙市の外国語学習活動について
より市民の理解を深めることが出来ると思う。
・グローバルジュニアマイスター育成事業については、子ども達が在学中のみならず、
卒業後も継続して活躍できるような場や社会参加への機会の確保が真のグローバル人材
の育成につながると思うので、生涯学習課ほか関連する部門との連携が望まれる。

◆市民性（シチズンシップ）の醸成と並行して、国際感覚はこれからを担う児童生徒に
とって大切な力であり、本市がその育成に積極的にかかわってくださり、児童生徒が積
極的に外国人にかかわったり、外国語とくに英語にふれたりする機会をつくってくだ
さっていることに感謝します。私たち日本人にとって、外国人との積極的なコミュニ
ケーションを妨げているのが英語力です。そしてその力のなさからくる自信のなさが消
極さにつながっています。しかし、本事業の効果もあり、本市の子どもたちは、外国人
に対して身振り手振りを交えながら片言の英語で話しかけている姿が見られます。年少
時からのこうした体験を継続していくことは、とても意義深いことだと思います。事業
の効果や意義深さをより明確にさせ、さらに発展させるためにも、②グローバルジュニ
アマイスター育成事業と③大仙イングリッシュデーにより、本市の子どもたちにどのよ
うな教育的効果があったのか、コミュニケーション能力に変化はあったのか等、長い目
で注視しながら評価を実施してみることを検討してはどうでしょうか。
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番号 3 分野 学校教育 担当課 教育指導課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

自己評価

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　専門的な知識や技術等を持たず部活動担当となる教員の精神的な負担や、指導、大会
等の引率が必要でなくなり、部活動に係る時間が大きく削減された。目標をほぼ達成
し、業務改善になった。

　業務改善と地域移行の面で大変有意義な事業であり、今後、希望する学校、部活動が
増えることが予想されるため、予算及び人材の確保が課題となる。国や県又は中体連等
の部活動の在り方について、注視していく必要性がある。

事務事業の点検・評価表

 部活動指導員配置事業

 学校の働き方改革の支援で、教員の部活動に係る勤務時間の軽減を図る。

事 業 の
実施状況

事業費 475千円

１　部活動指導員（会計年度任用職員）の配置
　　協和中学校（柔道部）１名、中仙中学校（男子バスケットボール部）１名を配置。

　①成果目標：担当教員の時間外勤務の削減を図る。

　②成果指標：担当教員の時間外勤務を年間210時間以上削減する。

　③成果実績：担当教員の業務時間が、協和中学校で209時間、中仙中学校で154時間減
　　　　　　　少した。
　　達成率　（209時間＋154時間）×100÷420時間＝86.4％

〈参考〉
　Ｒ５は４人配置
　※協和中学校（柔道部、ソフトテニス部）、中仙中学校（男子バスケットボール
　　部）、他１校（未定）
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・事業実施により担当職員の時間外勤務時間軽減の目標はほぼ達成されていることは
評価できるが、教員の業務改善や働き方改革の推進という大きな目標を達成するための
ひとつの事業として位置付けられるものと思うので、学校、教師の業務の適正化や長時
間労働改善にも結びつけることが出来るよう、今後も実施効果を検証しながら取り組ん
でいただきたい。
・時間を要するとは思うが、学校部活動が教育活動の一環であることの意義を見失うこ
となく地域に移行できるよう、市としての部活動の地域移行の方向性をしっかりと定
め、学校、地域が共通の認識を持ち事業を進めていただきたい。

◆中学校教員の働き方改革の一つとして、部活動の地域移行を文科省が主導し、本市も
教育委員会事務局の指導の下で進められていることに深く感謝します。現役中学生はも
ちろんのこと、その保護者の方々にも大きな安心を与えているものと思います。今後も
増えていくことを希望するとともに、学校任せになることなく、地域学校協働活動や学
校運営協議会等を生かしながら、よりよい人選を進めてほしいと思います。
　　本事業により働き方改革すべてが解決するということではないことも確認しておき
たいことであります。また、少子化や学校統廃合はもちろんのこと、スポーツや文化活
動の地域移行、クラブ化等、コミュニティの在り方と大きくかかわってくることも、部
活動を取り巻く状況です。学校もこれまでの活動を踏襲することに終始することなく、
状況に応じて変化していく必要があります。校長のリーダーシップの下、実質的な働き
方改革に向けた学校改革を期待します。
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番号 4 分野 学校教育 担当課 施設管理課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事業費

【主な改修工事】
　１　神岡小学校トイレ改修工事　　　　　　　　　　６２，１５０千円
　２　高梨小学校油配管改修工事　　　　　　　　　　１７，５３４千円
　３　横堀小学校高圧受電設備改修工事　　　　　　　１７，４９０千円
　４　大曲小学校校舎屋上防水（第２期）改修工事　　２８，２６７千円
　５　藤木小学校プール側面塗装改修工事　　　　　　　２，０８３千円
　６　太田東小学校特別教室棟屋根軒先復旧工事　　　　２，４７５千円
　７　太田東小学校飲用井戸さく井工事　　　　　　　　４，０７０千円
　８　大曲中学校トイレ改修工事　　　　　　　　　　６７，１００千円
　９　平和中学校トイレ改修工事　　　　　　　　　　４３，４５０千円

事務事業の点検・評価表

自己評価
　各学校施設において各種改修工事を実施し、快適で安全安心な教育環境を提供するこ
とができた。今後も、国の交付金事業等の活用を図りながら、計画的に実施していく。

　建築後３０年以上経過している校舎・屋内運動場が７割を超えており、今後において
も改修に多額な経費を要することから、大仙市学校施設長寿命化計画に基づき、予防保
全的な観点も含めて計画的な改修等を実施することで改修費縮減と予算の平準化を図る
必要がある。

□　順調に達成した
■　達成したが課題があった

　この事業は、学校施設の整備を図り、快適で安全安心な教育環境を提供することを目
的とする。

　校舎等維持補修及び施設整備事業

事 業 の
実施状況

□　おおむね達成した
□　達成できなかった

３１４，０３６千円

決算額
令和３年度

454,945

【校舎等維持補修及び施設整備費の推移】 単位：千円
令和元年度 令和２年度

572,722658,961
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・令和３年度の空調設備の整備に続いての多額の経費を要する大規模な整備事業だ
が、快適で安全安心な教育環境を提供するための事業として高く評価できる。
・児童生徒の減少による将来的な統合や、校舎の縮小など様々解決すべき課題があるが
引き続き長寿命化計画に基づき計画的な改修等を実施していただきたい。また、児童・
生徒はもちろん職員の労働環境改善のための整備についても必要に応じて対応していた
だきたい。

◆児童生徒が安全安心の下、快適に学校生活を送ることができるよう、きめ細かな施設
整備を進めてくださっていることに感謝します。とくにここ４～５年はトイレ改修、エ
アコン設置と児童生徒に直接的にかかわる整備を確実に実施してくださいました。築５
０年前後の校舎もあり、校舎の維持については終わりがないことも予想できますが、今
後も各校と継続的にヒアリングを重ねながら、よりよい形で進めてほしいと思います。
また、少子化が一層の加速の下、小規模校がどんどん増えていくことになります。しか
し、少子化率に対して補修・整備にかかる予算は大きくは減っていきません。将来の見
通しをもちながら、効果的な予算配分を考えてほしいと思います。
　余談になりますが、学校の荒れはトイレから始まると言われています。また、きれい
なトイレの学校は荒れが少ないとも聞きます。本市のトイレ改修は、児童生徒の健全な
育みにもつながっていると思います。
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番号 5 分野 生涯学習 担当課 生涯学習課

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事務事業の点検・評価表

自己評価

　令和４年度からの新規事業であるが、目的の達成につなげるためにはまず市民の方々
が地域づくりの必要性を知り、その取り組みに目を向ける、参加する、さらには参画す
ることが必要となる。そのきっかけとなる場として本市に縁があり、各界の第一線で活
躍している方のお話を聞く機会を設けたことで、今後の生き方を考えたり、地元の魅力
を知り、ついては郷土愛についても再認識することができたものと認識している。
　なお、講師の調整については、著名な方々だけに最後まで日程が整わず、断念した
ケースもあるため、第2候補も視野に入れた交渉日程を組むことも必要となる。
　本事業は今後も継続して実施する予定であり、多くの市民の方々が興味を持ち、老若
男女問わず世代を越えて参加いただくことで、市民自らが地域づくりに参画する機運の
醸成につながると考える。

・人生100年時代を迎え、市民の学習したい分野はますます多様化しており、学習ニー
　ズに応じた講師の選定が難しい。
・各界の第一線で活躍されている方々を講師に招くことを計画しているため、講演料等
　が高額になることが予想される。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　大仙アカデミー開催事業

　市民が地域における「つながり」「絆」を再認識し、地域づくりへ積極的に参画する
きっかけづくりの場となることを目的とする。

事 業 の
実施状況

事業費 746千円

　事業の目的としているきっかけづくりの場として、「市民が主役の地域づくり講座」
を開催。各界の第一線で活躍されている方々を講師としてお招きし、さまざまな観点か
らの経験と広い視野に基づいた内容の講演を市民会館大ホールを会場に2回実施した。

【第1回】 日時：令和4年10月1日　14:00～15:30　約250名参加
　　　　　講師：㈱タニタ代表取締役社長　谷田千里氏
　　　　　演題：大仙から世界の健康を「つくる」
【第2回】 日時：令和5年2月18日　14:00～15:30　約320名参加
　　　　  講師：㈱コンポン研究所代表取締役所長　菊池昇氏
　　　　　演題：高質な田舎とテクノロジー
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・単なる講演会ではなく、「地域づくりへの積極的な参画のきっかけづくりの場とな
る」こととして実施された新規の事業であり、これからどのように地域づくりに繋がっ
ていくのか今後の展開が楽しみな事業である。
・「多くの人が参加してくれた」という評価で終わることなく、参加した人がワーク
ショップ等で地域を考えたり、次のアクションに繋げるなど若い人の参画機会に結び付
ける方策も模索しながら、地域の人材（人財）育成の事業として継続してほしい。

◆２年後、大仙市が誕生して２０周年をむかえます。まだまだ、旧市町村の枠組みは意
識的にも実際的にも残っていますが、大仙という市名を大上段にして未来に希望をもて
る大仙市づくりを市民も行政も進めていかねばなりません。本事業名の「大仙アカデ
ミー」は、とても覚えやすく、これ以上のない素晴らしい名称だと思います。令和４年
度からの新事業ですが、この名称の下、内容の充実とともに長く続くことを期待しま
す。
　コロナ禍であったことから、参加人数の確保にも難儀されたことと思います。また、
事業の目的からも、その実施については難しさを覚えます。市民の考え方や好みは多様
化し、また様々な情報を簡単に入手できる時代となり、講演会を開催しても、どれだけ
の市民が積極的に参加し、勉強したいと思うでしょうか。このことについては、自己評
価や課題等において類似な内容があげられています。ぜひ、実施側の意識と市民の関
心・興味が乖離することなく、「楽しみな大仙アカデミー」「未来に希望をもてる大仙
アカデミー」になるよう十分な検討を期待しています。
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番号 6 分野 生涯学習 担当課 花館公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

　花館のサケまつり

　将来を担う子どもたちに、ふるさとの川にサケが遡上することを通して、自然環境の
大切さを学ぶとともに、地域の伝統文化の継承を図ることを目的とする。

事 業 の
実施状況

事業費 １７０千円

第１部：玉川のウライ見学とサケのつかみ捕り・試食会
　日時：令和４年１１月１３日
　内容：サケ捕獲用ウライ見学、特設プールでのサケのつかみ捕り、地域の伝統料理
　　　　サケ汁といくら丼の試食。
　参加者：（R1）300人→（R2）120人→（R3）130人→（R4）300人
第２部：稚魚の飼育展示
　日時：令和５年２月～３月上旬
　内容：小学校、大曲駅、公民館に水槽を設置し、稚魚の飼育観察。
第３部：サケの旅立ち稚魚放流
　日時：令和５年３月３日
　内容：小学校で飼育観察をした稚魚も含め、卒業する６年生が玉川へ稚魚を放流。

事務事業の点検・評価表

自己評価

・サケを通して、地域の自然環境や身近な川で繰り返されている生命の営みに関心を
　高める機会となっている。３年ぶりに実施した試食会では、食から地域の元気を取り
　戻すことを願い、伝統料理のサケ汁やいくら丼を提供し、高評価をいただいている。
・子どもの体験学習が少なくなっているなかで、新たな取組みを加えながら、今後も
　継続したいと考えている。

・各地域においても、高齢化が進んでおり、地域活性化のためには人材の育成が重要
　なため、若い世代が地域活動に参加する機会として、ＰＴＡと連携した活動を検討
　する。
・小学校と連携した活動のほか、中学校、保育園が参加する取り組みを検討し、学校
　を核とした地域づくりの充実を図る必要がある。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・サケの増殖漁業を地域の伝統文化ととらえその継承事業という視点から、小学校と
連携したふるさと学習の一環として体験学習を中心とした事業を展開していることは、
生涯学習計画が目指す方向性と一致しており高く評価できるものです。
・中学校や大曲農業高校とコラボして、例えば子どもたちの自由な発想をサケの加工物
の商品化に結び付けるなど、アイデア次第では花館地域を超えて広がる可能性のある事
業だと思う。

◆花館地区の地場産業、伝統活動であったものが漁協や行政の支援の下で、他地区、他
地域の市民も分かち合うことができ、そのよさを共有できるようになっていることに感
謝します。私も現役時代に、児童を稚魚放流に参加させたり、稚魚飼育展示を受け入れ
たりしてきました。トレーにのった魚や水族館で回遊する魚しか知らない子どもたちに
とって、目の前の魚はまさに生き物であり、庭を舞う蝶と同じ感覚でとらえることがで
きていました。とてもいい体験ができたと思っています。ぜひ学校やＰＴＡ、各公民館
への働きかけを強め、連携を進めるとともに、本事業を地域づくりや学校づくりに生か
してほしいと思います。
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番号 7 分野 生涯学習 担当課 神岡中央公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事業費 ５３１千円

１ 開催期日　令和４年１０月２２日（土）
２ 開催場所　かみおか嶽雄館・神岡農村環境改善センター・神岡体育館ほか
３ 実施内容　○作品展示・舞台発表（芸文協、公民館講座、各種サークル、小中
　　　　　　 学校、こども園）
　　　　　　 ○付帯イベント（消防車両展示、フライングディスク体験、青空お
　　　　　　 はなし会、バトントワリング体験、古本バザール、地元特産物販売、
　　　　　　 縁日ほか）
　
【３か年の状況】
　　　　　　　　　  作品展示者　　　　舞台発表者　　　　来場者
　○令和２年度　　19団体 477人　　　　　 なし 　　　 　　600人
　○令和３年度　　16団体 210人　　　　　 なし 　　　 　　150人
　○令和４年度　　21団体 442人　　　15団体 144人　　  　 750人

事務事業の点検・評価表

自己評価

・令和２年度と令和３年度は新型コロナのため舞台発表をなくすなど縮小しての開催で
あったため、令和４年度は３年ぶりの通常開催となった。地域文化祭は、数少ない学習
成果の発表機会になっており、芸文協の会員や生涯学習講座受講者の学習活動の励みに
なっているため、発表者の生き生きとした姿が見られた。
・小中学校や認定こども園の作品展示や舞台発表を取り入れることで、地域と学校、園
との連携が強化されると共に、高齢者にとって子ども達との交流が図られる絶好の機会
として喜ばれている。
・地域内で活動している様々な分野の作品展示や舞台発表などを通して、芸術文化団体
の相互交流や芸術文化の振興が図られている。
・地域文化祭が地域住民の文化や産業の交流の場として大きな役割を果たしており、地
域活性化イベントの一つになっている。

・神岡支所と神岡中央公民館の職員数が減少しているため、開催準備等についてマンパ
ワー不足であり、会場も広範囲にわたり当日の円滑な運営が難しくなってきているが、
今後も試行錯誤しながら開催していきたいと考える。

□　順調に達成した
■　達成したが課題があった

□　おおむね達成した
□　達成できなかった

　かみおか地域文化祭

　神岡地域の芸術文化団体や愛好者、小中学校、こども園などが一堂に会し、作品展示
や舞台発表等を通して住民の交流と地域活性化を促進しながら、芸術文化の振興や関係
団体の連携強化を図る。

事 業 の
実施状況
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・地域の芸術文化活動の発表の場として再開されたことを高く評価します。
・付帯イベントなども工夫されており、来場者の増加にも結びついており、今後も多く
の方々が文化祭に参加、来場される企画を期待します。
・地域を元気にする事業としてこれからも続けていただきたいものですが、どの公民館
もマンパワー不足をどう解消するかが課題と思われます。生涯学習奨励員などのお手伝
いや住民の協力など実行委員会制での実施などいろいろと検討してみてほしいもので
す。

◆マンパワー不足の中、通常開催を進めてくださったことに感謝します。事業の実施内
容に付帯イベントとしてたくさんの体験や販売を盛り込んだことで、魅力が大きく高
まったのではないでしょうか。計画段階での努力が伝わってきます。そして来場者の大
幅な増加につながっていると思います。この増加が芸文協、各種サークルの方々の活動
や発表にいい影響を与えていると思います。
　　本事業ではすでに幼保小中と連携し、神岡地域を盛り上げる大きな機会になってい
ることが想像できます。秋には学習発表会や学校祭も催されることから、共同開催とは
言わぬまでも、地域文化祭とともに、互いの一部分（展示や発表等）を出前し合う等を
し、地域活性化にむけた取組を一考してほしいと思います。
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番号 8 分野 生涯学習 担当課 大綱交流館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

　いきいきカレッジ

　誰でも気軽に参加することができ、地域の世代間交流の場を創出し、多種多様な講座
を開催することで生涯における活力を見出すことに寄与することを目的とする。

事 業 の
実施状況

事業費 ５２千円

１．開催期間　令和４年６月～１１月（各コース毎月１回×６カ月）
２．対象者　　大仙市民
３．講座内容　①くらしの達人コース
　　　　　　　　(1)県庁出前講座「食・農体験」春の草花の寄せ植え　(2)スマホ教室
　　　　　　　　(3)手芸教室　(4)県庁出前講座「食・農体験」秋の草花の寄せ植え
　　　　　　　　(5)ＤＩＹ教室　(6)料理教室「洋菓子」
　　　　　　　②スポーツコース
　　　　　　　　(1)県庁出前講座「あきた元気アップ円熟塾」　(2)ヨガ教室①
　　　　　　　　(3)県庁出前講座「ボッチャ体験」　(4)ニュースポーツ
　　　　　　　　(5)グラウンド・ゴルフ　(6)ヨガ教室②
　　　　　　　③地域の魅力コース
　　　　　　　　(1)西仙北地域の文化財・史跡探訪～バッコ杉・寶泉寺～
　　　　　　　　(2)公文書でわかる昔の大仙市西仙北地域
　　　　　　　　(3)あきた埋文オープンラボ「考古学体験Ⅰ」
　　　　　　　　(4)移動研修会～羽後町の文化財・史跡探訪～
　　　　　　　　(5)県庁出前講座「食の情報」
　　　　　　　　(6)料理教室「地域の食材を使った料理
　　　　　　　　　　　　　　　～大綱米を使ったライスバーガー～」
４．実績数　　　　　　　　　申込人数　　　　延べ人数
　　　　　　　令和２年度　　　４３人　　　　　７３人
　　　　　　　令和３年度　　　新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止
　　　　　　　令和４年度　　　８１人　　　　２５０人

事務事業の点検・評価表

自己評価

　従来、65才以上の高齢者向けの講座を開設していた「寿楽大学」を、令和元年度から
幅広い年代向けの講座を開設する「いきいきカレッジ」に改めた。
　令和４年度は、誰でも気軽に参加しやすく、地域間及び世代間交流を図ることを目的
とした講座や若い世代が参加しやすいように一部を土曜日に開催するなど、講座内容を
一新した。
　その結果、西仙北地域外の方や子ども、親子の参加者が多かったことから、全体参加
者が大幅に増加した。また、県庁出前講座を活用したり、生涯学習奨励員や地域の方を
講師に迎えるなど、限られた予算で講座内容を工夫をしながら実施した結果、参加者か
ら高評価を得ることができた。

　世代間を越えて誰でも参加したいと思える新規講座、若年層、西仙北地域外の受講者
が増えるような講座、大綱交流館と地域の人々を繋げる講座などを、限られた予算で、
どのように開設すれば地域の目的を達成できるかが課題である。

■　順調に達成した
□　達成したが課題があった

□　おおむね達成した
□　達成できなかった
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・マンネリ化する高齢者向けの事業をリメイクし、地元講師も含む様々なネットワー
クでの講師確保など、限られた予算の中で工夫しながら新しいスタイルで実施し継続で
きていると思う。
・テーマも多様で、その結果地域外からの参加や、親子の参加などもあり、以前の事業
評価で提案されていたことを実践に結びつけていることは高く評価できます。
・申込受付方法などに課題はあるとのことだが、今後その課題を解決しながら、世代を
超えて、だれでも参加したいと思える講座の企画など、発展、継続を期待する。

◆少ない事業費の中で、とても魅力的なコース・講座を設けてくれたことで、多くの市
民が参加してくれたようです。その立案、運営の根底にあるのが、「誰もが気軽に」
「地域間・世代間交流」にあったと思います。少子高齢化・過疎化が加速する中、いか
に市民に関心をもってもらうかを前向きに進めてくださったことに深く感謝申し上げま
す。
　事業の説明の際に、「同じ方がいくつも申し込みしたため、新たな申し込みを断る場
面があった。延べ人数は大幅に増えているが、実人数はそれに比べて増えていない。」
と、申し込みの仕方についての悩みを話されていました。ただ、単純に一人当たりの申
し込み数を限定したり、人数制限を設けたりすることも少し残念な気がします。「誰も
が気軽に」「地域間・世代間交流」のコンセプトを踏まえて、ぜひ知恵をしぼっていた
だきたいと思います。そのためにも、リピーターの獲得と口コミ、そして広報力をいっ
そう高めてほしいと思います。
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番号 9 分野 芸術文化 担当課 中仙公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事務事業の点検・評価表

自己評価

 ・本事業は平成16年度から毎年開催しており、令和4年度で19回目を数える当館の定番
事業となっている。毎回上映を心待ちにしている市内外のフィルム映画愛好家の方から
好評を得ている。
・鑑賞者アンケートでは「高校生の時に見た映画で非常に懐かしく若くなった気がす
る」「毎年映画観賞会を楽しみにしています」「楽しく鑑賞できました」等の感想が寄
せられている。
・優秀映画鑑賞推進事業は、現在では稀少な35mmフィルム映写機を所有しており、主催
者の負担する経費もチラシ、ポスターの広報経費や映写技師への委託料と少ない経費で
開催でき今後も設備の維持管理を実施しながら事業の継続開催をしていきたい。

・上映作品の制作年代の関係で鑑賞者の割合が60歳以上の鑑賞者が大半であるため、今
後は幅広い層の方々に良い映画に触れてもらうため、周知の方法を工夫し、興味や関心
を持ってもらうことで鑑賞者を増やしていきたい。
・35mm映写機が2002年（平成14年）製と年数が経っており、令和4年度不良箇所の整備
をしたことにより経費が増加した。今後も継続して事業実施していくためにも適切な維
持管理が必要となる。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　優秀映画鑑賞推進事業

　往年の優れた名作映画を鑑賞する機会が減少している中、現在では大変稀少な35mm
フィルムでのスクリーン上映をすることで映像芸術の原点となる映画と映画文化の素晴
らしさに触れる機会を提供し映画保存への理解を深める。本事業を通じて、地域におけ
る上映活動や文化活動の活性化、コミュニティ活動の充実を図り映画に対する意識も高
めることを目的に実施する。

事 業 の
実施状況

事業費 ３４８千円

・日　時：令和5年1月21日（土）開場12時30分　開演13時00分
　　　　　　　　　　22日（日）開場12時30分　開演13時00分
・場　所：中仙市民会館
・入場料：一日券500円　二日通し券800円（高校生以下無料）
・内　容：国立映画アーカイブ所蔵の名作映画の上映
　　　上映作品　1/21　①けんかえれじい（1966年）②東京流れ者（1966年）
　　　　　　　　1/22　③独立愚連隊（1959年）④日本のいちばん長い日（1967年）
・事業実績

年度 入場者数計 1日目入場者数 2日目入場者数 事業費（千円） 観覧収入（千円）

令和2年度 210 86 124 204 46

令和3年度 148 70 78 211 33

令和4年度 180 92 88 348 41
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・テレビやサブスクで映画が見られる時代になっている中で、３５ミリフィルムでの
日本映画の名作上映にこだわり事業を継続されていることは、映画文化を広く伝える特
色ある事業として意義あるものと思う。
・参加者が一部の映画愛好者に限定されているようなので、県内外の他の映画祭とのコ
ラボやＳＮＳの活用で周知方法を工夫すれば、もっと多くの方の参加に結び付けられる
のではないだろうか。

◆黒沢作品の上映を皮切りに、まもなく２０回をむかえる本事業をこれまで育ててきて
くださったことに感謝します。多種多様な映像作品をオンラインでいつでもどこでも鑑
賞できる時代ですが、大型スクリーンで大衆とともに鑑賞するよさもあると思われま
す。だからこそ、根強い人気があるのでしょう。
　本事業が事業の目的にもある通り、文化活動の活性化、コミュニティ活動の充実を目
指すものであるならば、過去の実施の踏襲に頼ることなく、新しい視点も取り入れた内
容の検討をしてもいいのではないでしょうか。その視点として、やはり、本事業の目的
にもある２点だと考えます。文化活動の活性化から考えるならば、映画上映のみで文化
活動を活性化することは可能なのかを再考されてはどうでしょう。コミュニティ活動を
充実させるならば、世代間や家族間、地域間のかかわりをどう関係づけていくのかも重
要です。
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番号 10 分野 生涯学習 担当課 協和公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事業費 0千円

令和３年度　ふるさと探訪ツアー　（参加者　大人41人、子ども19人　合計60人参加）

第１回「きょうわの歴史探訪」唐松神社～道の駅「協和」～大盛館～荒川鉱山跡地見学
第２回「きょうわの歴史探訪パート２」協和境「万松寺」戊辰戦争佐土原藩士の墓～
　　　　道の駅「協和」～旧羽州街道～協和小種戊辰公園
第３回「きょうわの施設探訪」（株）秋田バイオマスチップ・発電所見学～道の駅
　　　「協和」～奥田酒造店見学～まほろば唐松能楽殿見学～物部長穂記念館見学
第４回「きょうわで日本の心探訪」峰吉川分館～福城寺（座禅・お茶席）

令和４年度　ふるさと探訪ツアー（参加者　大人30人、子ども23人　合計53人参加）

第１回「きょうわの施設・文化財探訪」協和ダム見学～協和船岡字庄内「鬢だれの
　　　シダレ栗」見学～協和船岡字宇津野「しだれ桜」見学
第２回「きょうわの歴史探訪」唐松神社見学～物部長穂記念館見学～道の駅
　　　「きょうわ」～大盛館～荒川鉱山跡地見学
第３回「きょうわの施設探訪パート２」秋田県環境保全公社見学
第４回「だいせんのエネルギー探訪」（株）秋田バイオマスチップ・発電所見学～
　　　道の駅「きょうわ」～大仙市柏台太陽光発電所見学

参加者　１１３人（大人７１人、子ども４２人・協和地域７２人、他の地域４１人）

事務事業の点検・評価表

自己評価 　協和地域の魅力と文化を発信し伝えることが出来たと感じている。参加者アンケート
では、継続して実施して欲しいとの意見も多く、協和地域以外の方や子ども達だけでは
なく、長年地域に居住する方々からも、何度も訪れた場所でも新たな発見があったな
ど、大変好評を得ました。

　今後は、通常の自主事業が再開され探訪ツアーの開催が危ぶまれるが、開催時期を検
討し実施したいと考えています。更に、以前から中学生のツアーガイドも提案されてい
たことから、実現に向けて検討します。

■　順調に達成した

□　達成したが課題があった

□　おおむね達成した
□　達成できなかった

　ふるさと探訪ツアー

　自主事業の中止による代替え事業として、生涯学習課で実施している「大仙市ふるさ
と探訪楽園(がくえん)ツアー～大仙の魅力再発見～」事業の「協和地域版探訪ツアー」
を企画し実施している。
・子どもから大人まで、ふるさとを愛する心を育てるとともに、地域の魅力を再発見す
　る機会を提供する。
・参加者からアンケートにご協力いただき、市民版ふるさと教育のモデル事業とする｡

事 業 の
実施状況
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・生涯学習課の事業をベースにして、地元の魅力を再発見することができる地域版の
事業として再編し実施したのは良い着眼であり、今後の展開が楽しみな事業である。
・運営の工夫により、ふるさと博士育成事業や、グローバルジュニアマイスター認定事
業との連携の可能性も感じられることから、地域や学校と協力しながら中学生や高校生
のツアーガイド実現に向けて是非努力いただきたい。

◆協和地域が、これほどに見どころ満載の地域であることを改めて実感しました。そし
て、たいへん興味深い内容が盛り込まれていると感じました。自己評価に、参加者アン
ケートの結果から、「大変好評を得ました。」とありますが、参加者の正直な感想から
そのように感じ取られたのだと思いますが、私自身、素直にそうだと思います。ゼロ予
算でありながら、素晴らしい事業です。ツアーの様子の写真や現地担当者から聞き取っ
た内容等を交えながら、簡単なコメントを付け加えることで、必要かつ十分な「協和ふ
るさと探訪パンフレット」が出来上がりそうです。
課題等の中に、中学生のツアーガイドについて触れていますが、ぜひ実現してほしいと
思いますし、小中生の時期からそうした地域担い手づくりについても進めてほしいと思
います。
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番号 11 分野 芸術文化 担当課 南外公民館

事  業  名

事業の目的

【 開 催 日 時 】

【 開 催 場 所 】

【参加資格等】

【 参 加 者 数 】

課　題　等

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　
平成25年度から南外地域の民謡団体が中心となり実行委員会を立ち上げ、公民館との共
催事業として実施している。「南外小唄コンクール」と地域の芸能団体による「芸能発
表」や「農産物の販売」などを行っているが、第2回の祭りから前日に南外地域活性化
協議会が「スマイルボーリング大会」や「カラオケ大会」などを実施し、祭りを盛り上
げている。コロナ禍となった令和2年度から2回中止し、令和4年度は「南外小唄コン
クール」だけを実施した。

　平成30年度　出場者　50名（うち 年少の部 12名）
　　　　　　　観覧者　約250名

　令和 3年度　中止

事 業 の
実施状況

　令和 2年度　中止

  令和5年3月5日（日）　13：00 ～ 16：30

　令和元年度　出場者　43名（うち 年少の部 8名）
　　　　　　　観覧者　約250名

　令和 4年度　出場者　29名（うち 年少の部 3名）
　　　　　　　観覧者　約220名

　南外コミュニティセンター

事業費

事務事業の点検・評価表

自己評価

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業を中止していたが、各地の地域行事も行
われるようになり、感染対策を十分に行ったうえで縮小して開催することを決定した。
令和4年度、南外小唄コンクール以外に大仙市内で民謡大会は実施されていないため、
慎重論もあり、細心の注意をはらって大会運営を企画し、出場者25名、観覧者150名を
想定して実施した。体調不良のため欠場もあったが、33名の申し込みがあり、観覧者も
想定以上の来場をいただいた。今回、感染症や悪天候を考慮し開催日を2月から3月に変
更したことでより多くの集客があったものと思われる。
　コンクールには地域の民謡団体だけでなく、市内外の民謡関係者からも協力を頂いて
おり、コンクールには市外の出場者が6割、県外からも2名出場があるなど人とのつなが
りを大切に運営している。
　このイベントは、「南外小唄」の伝承・普及だけでなく、交流の場としての役割も果
たしているものと考えている。

　第８回南外小唄まつり（南外小唄コンクール）

　地域民謡「南外小唄」の伝承と普及を図りながら地域を元気づけ、地域住民の生活に
潤いと生きがいを与えようとするものである。

　一般の部（高校生以上）・年少の部（中学生以下）
　居住地制限、年齢制限なし、一般の部のみ先着50名

２７３千円

　民謡後継者の育成のためにも子どもたちの出場者を増やすことが大切だと考えている
が、令和4年度の「年少の部」の出場者は市外だけだった。このイベントも含め今後ど
のように小中学校と連携し、地域の伝統文化を継承していくか検討していきたい。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・南外小唄は南外地域の皆さんにとっては愛着がある大事な唄だと思う。地域の人た
ちが中心となり始まった事業とのことなので、地域の財産である「南外小唄」の伝承普
及のために、規模や運営方法の工夫をしながら事業を継続していくことは意義あること
と思う。
・故郷を愛する心を育む活動として、南外小唄に触れる機会を設けるなど、小中との連
携は是非形にしてもらいたいものです。

◆南外小唄は南外地域の誇りであり、かっては地域住民が誰でも知っている地域の歌で
した。しかし、少子高齢化が進み、地域の交流が少なくなってきている今、歌そのもの
を知らずに育っている子どもたちや新しい地域住民も増えているのではないでしょう
か。そうした現状から考えても、本事業の果たす役割は大きいと思われます。コロナ禍
を経て復活した本事業が今後も継続し、地域住民の郷土愛や生きがいにつながるようで
あれば、これほどうれしいことはありません。ぜひ、つきの木こども園、南外小中と連
携をしながら、郷土愛醸成と南外小唄継承（踊り体験も含めて）にむけて、本事業を推
進してほしいと思います。
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番号 12 分野 芸術文化 担当課 仙北公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事業費 地域枠予算　413千円

　コロナ禍で活動が制限されたことに加え、当館はワクチン接種会場であるため事業を
開催する会場そのものの確保が出来ない状況であったが、社会情勢も鑑み、わずかなタ
イミングを捉え”出来ることを出来る範囲で”をテーマに、規模を縮小し実施した。

　■開催日：10月15日（土）16日（日）※15日は作品展示のみ
　■場　所：仙北ふれあい文化センター
　■内　容：【公演】横堀小器楽部による演奏、芸文協加盟団体による芸能発表・
　　　　　　　ステージパフォーマンス、せんぼくスポーツクラブによる軽運動等
　　　　　　【作品展示】芸文協加盟団体による作品、協働活動で学んだ学習の成果、
　　　　　　　公民館活動作品・写真等
　　　　　　【その他】読み聞かせ、地域エール飯、キッズパークコーナー　等
　■来場者：710名（R3：中止、R2：980名、R1：2,900名）

事務事業の点検・評価表

自己評価

・新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中での開催の可否や接種期間の延長な
ど、不安要素を抱えながらの企画となったが、コロナ禍をきっかけに新たな目線になら
ざる得なかったことは、考え方次第では心機一転に繋がり、”出来ることを出来る範囲
で”を掲げて前向きに取り組んだ。
・感染状況も鑑み各団体の出演も無理強いせず一任し、結果、例年より出場数は少な
かったものの、このような披露の場を待ちわびていた方々がいることに、開催出来て良
かったと感じた。
・令和３年度は作品展示さえも開催することが叶わなかったため、４年度無事終了した
時の達成感はこの上ないものであった。

　このような世の中だからこそ重い空気を明るく、人々とのつながりを大事に、市民の
ニーズや時代に合わせた特色のある内容とし、周辺施設も活用しながら、地域活性化の
拠点となる公民館となっていく必要があると感じている。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

　史跡の里の秋まつり

　仙北公民館を中心に活動する芸術文化協会加盟団体や地域活動団体に発表の場を提供
し、日ごろの活動の成果を披露することで満足感や達成感を感じてもらう。加えて、地
域住民の交流や地域活性化を図る。

事 業 の
実施状況

-28-



外部評価

有識者の
意見・評価

●・仙北地域の皆さんの学習活動の発表の場として意義ある事業であり、「出来ること
を出来る範囲で」という姿勢も、マンパワー不足が課題とされている中で無理なく事業
を継続していくためには良い考え方だと思う。
・今後の方向性として、周辺施設の活用が挙げられているので、人工芝グラウンド「ソ
ラーレ」の活用やキッチンカー出店などのほか、払田の柵跡関連事業などとのタイアッ
プで史跡の里としてのカラーを出すことで、地域外からの来客の可能性も広がり、さら
に賑わいを増す事業となるのでないだろうか。

◆長きにわたってワクチン接種会場という重大任務を抱え、令和５年度以降の事業計画
にもつながる４年度事業を無事終えられたことに敬意を表します。５年度は、通常開催
ができることを切に願っています。近くにソラーレも完成竣工し、体育館、野球場と合
わせて、スポーツと文化の一大拠点としての役割が期待されます。ぜひ一体的に有効活
用し、やがては本市の手本となるような秋まつりが開催されることを願っています。
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番号 13 分野 生涯学習 担当課 太田公民館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

　山登り教室

　安全で楽しく登山するために、座学で登山の知識を、実技で技術を学び、生涯スポー
ツとしての登山の普及を図るとともに、心身の健康増進と生涯学習に資する。

事 業 の
実施状況

事業費 0千円

本教室は、「登山を始めたいけど何から始めたらよいかわからない」といった初心者や、登山の基
礎を身につけたい方を対象に実施。実技に入る前に座学で登山の知識習得するため、前年10月から
座学、5月から実技を行っている。
　１　座学（期日、内容）　　 場所：太田生活改善センター
　　　　第1回（R3年10月31日）登山をはじめるまえに
　　　　第2回（R3年11月21日）登山の基礎技術
　　　　第3回（R3年12月19日）地形図の読み方①
　　　　第4回（R4年１月16日）地形図の読み方②
　　　　第5回（R4年2月20日） 気象と天気図
　　　　第6回（R4年3月13日） 安全対策と救急法
　　　　第7回（R4年4月17日） 登山計画書のつくりかた
　２　実技（期日、登山先）
　　　　第8回 （R4年5月15日）真昼岳
　　　　第9回  (R4年6月5日)  風鞍、南風鞍
　　　　第10回（R4年7月3日） 薬師岳
　　　　第11回（R4年8月7日） 秋田駒ヶ岳←悪天候により中止
　　　　第12回（R4年9月11日）大甲
　　　　第13回（R4年10月2日）秋田駒ヶ岳・乳頭山（縦走）
　
　令和元年度（H30年10月～R1年10月）　申込人数31人　延べ受講人数216人　年12回
　令和２年度（R 1年10月～R2年10月）　申込人数36名　延べ受講人数238人　年12回（うち1回は中止）
　令和３年度（R 2年10月～R3年10月）　申込人数30名　延べ受講人数222人　年13回
　令和４年度（R 3年10月～R4年10月）　申込人数31名　延べ受講人数239人　年13回（うち1回は中止）

事務事業の点検・評価表

自己評価

・登山では、体力維持と増強が必要であることから、日常生活でも食事や運動に気を付
けることにより、健康づくりの推進が図られている。
・登山技術や用具、気象や地形などの登山の基礎をしっかりと学ぶことにより、より楽
しく安全に登山をすることが出来ている。
・実技では、大仙市太田地域と美郷町にまたがる「真木真昼県立自然公園」への登山を
中心に実施。地元の素晴らしい自然にふれることにより、健康づくりと地域資源の理解
を深めることにつながっている。

　登山（実技）については、職員の配属状況によっては、体力的な面から同行すること
が難しい場合があるため、公民館事業として継続できるか課題である。
　将来的には、登山入門教室（仮）として、座学と実技（低山を中心）を継続。本格的
な登山については、本教室を卒業された方々で「山岳サークル等」を設立してもらい、
実践的な山登り（中級者以上向け）が出来るよう支援していきたい。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・公民館事業の中でも特に専門性が高く、その内容も質の高いものだと思う。
・教室の期間が長期にわたるが、知識・技術を身につけた修了者が、指導者や案内人に
なっていく仕組みを確立することで、地元の観光資源である真木真昼公園の魅力を広く
伝える人材育成にもつながる事業としての可能性を感じる。
・登山ツアーの企画会社や山岳ガイド団体とのタイアップなどにより、将来は公民館事
業から独立して実施継続できる事業ではないだろうか。

◆本市の東に連なる千メートル前後の山々は、季節ごとに姿や色を変え、市民の心を楽
しませてくれます。また、冬には大台スキー場において眼下に広がる大仙の地を眺め、
その姿に感嘆する人々も少なくないと思われます。そうした魅力を実体験として感じる
ことができる最初の一歩を後押ししてくれるのが本事業だと思います。山の魅力を感じ
ることに限らず、健康増進のためにも登ってみたいと思っている市民は少なくないよう
です。そうしたことからも本事業の意義は大きいと思います。しかもその計画が素晴ら
しく、基本的な知識習得から始まり、実践へとつなげていきます。知識があるから楽し
みも増すでしょうし、安全面から考えてもとても大切なことだと思います。
山登りは、山の難易度やコース選択により、体力や目的に応じた実践が可能です。この
ことから、生涯スポーツの一翼を担うものとも言えます。ぜひ本事業が、本市の生涯ス
ポーツの下支えとなりますよう期待します。

-31-



番号 14 分野 生涯学習 担当課 総合図書館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

事業費 86千円

　１１月第１木曜日の「だいせん読書の日」を中心に、毎年１０月から１１月に市内の各図書館
で関連イベントを企画実施している。令和２年度からは、読書活動推進のためコロナウイルス感
染症の感染拡大に配慮しながらイベントを実施したが、来館者数は令和元年度と比較すると大幅
に減少している。
　　◆主なイベント…「オリジナルしおり作り」「本の企画展示」「古本、雑誌リサイクル」
　　「読み聞かせ」など
　　◆「だいせん読書の日」関連イベント期間来館者数
　　　　　　　　　令和２年度　　６,５０７人
　　　　　　　　　令和３年度　　６,６２１人
　　　　　　　　　令和４年度　　７,２４８人
　令和３年度からは市内の小学生を対象として、「私のおすすめ本」を募集し、応募作品を市内
の公民館や図書館へ展示した。図書館所蔵の「おすすめ本」の展示貸出も同時に実施し、ご利用
いただいた。
　　　　　　　　　令和３年度応募作品数　　５７７作品
　　　　　　　　　    ４年度　　          ４４１作品

事務事業の点検・評価表

自己評価

　令和２年度以降はコロナウイルス感染拡大に配慮しながら、「だいせん読書の日」関
連イベントを実施してきた。各館とも、本のリサイクルや本の企画展示をメインとし、
会話や接触が伴うような参加募集型のイベントは企画開催することが出来なかった。
「だいせん読書の日」のイベントなどがきっかけとなり、気軽に図書館へ足を運んでい
ただくことへと繋がるよう、開催イベント等も趣向を凝らしていきたい。
　また、日頃から館内展示や新刊情報など、訪れた人に興味を持っていただける図書館
づくりや雰囲気づくりに心掛ける必要もある。

  コロナウイルス感染症が収束傾向となった今年度は、「だいせん読書の日」の周知に
より市民が読書の楽しさや意義について考えたり、イベントがきっかけとなり、その後
の図書館利用へと結びつけられるよう、開催するイベント内容などについて今一度見直
してみる必要性を感じている。

□　順調に達成した
■　達成したが課題があった

□　おおむね達成した
□　達成できなかった

　「だいせん読書の日」事業

　平成２７年度に策定した１１月第１木曜日の「だいせん読書の日」を市民へ周知し、
家庭や地域、社会が一体となった読書活動を推進するため、各地域で読書活動推進のた
めの事業を開催する。

事 業 の
実施状況
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・新型コロナの影響で制限はあったものの、大仙読書の日の各図書館のイベント企画
は努力の跡が見られる。
・過去の事業評価ではPR強化が課題として挙げられていたが、ＳＮＳなどを活用した情
報発信により、市民の図書館利用に結び付けていただきたい。
・小中学校との連携による読書活動の普及は定着しているようだが、一般の方への普及
については、読書通帳の活用による普及啓発の方策も検討してみたらどうか。

◆「だいせん読書の日」については、小中学校においてはほぼ周知されており、各校で
個別の施策を行い、読書習慣の励行にむけて取り組んでいます。しかし、それが市民全
般となるとかなり難しいと言わざるをえません。小学生に限って言えば、読書する子と
しない子の２極化が進んでいますが、３０年前と比べて読書環境はいいほうに大きく変
化しています。読書に馴染む児童が増えている様子も見られます。これも、図書館主体
のこうした事業の効果が表れている結果とも言えると思います。どうか、事業に参加す
る人数の増減に一喜一憂することなく、課題等に掲げられている事項等も十分に検討し
ながら読書活動推進を行ってほしいと思います。
読書習慣広がり・深まりのカギは、「年少児」「年少児をもつ保護者」「年少児を孫に
もつ祖母」をいかに取り込むかだと思います。ぜひイベント等の開催時にはこうした
方々に的を絞って取り組んではどうでしょうか。
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番号 15 分野 芸術文化 担当課 総合市民会館

事  業  名

事業の目的

課　題　等

　大仙市音楽祭2022

　「音楽のまち大仙」として、市民により身近なものとするため、「まちづくり」「ひ
とづくり」「きずなづくり」をコンセプトとした市民参加型音楽祭を開催して、音楽に
触れ合うことのできる機会を提供する。

事 業 の
実施状況

事業費 ２，９１２千円

開催日：令和４年１１月１２日(土)、１３日(日)
会　場：大曲市民会館  大ホール、小ホール、大曲交流センター

事務事業の点検・評価表

自己評価

　コロナ禍により３年ぶり４回目の開催となった令和４年度は、「みんなでつくる・み
んなで楽しむ・みんなの音楽祭」をテーマに、音楽を通して人があふれるまちづくりを
めざすことを目標とした。
　令和元年度に引き続き、ビッグバンド「横濱音泉倶楽部」を招き、『市民のための
ジャズコンサート』や『０歳からのジャズコンサート』を開催し、幅広い年齢層に本格
的なジャズコンサートをお届けするとともに、市内の中学・高校の吹奏楽部員を対象と
した講習会『横濱音泉倶楽部クリニック』を開き、楽団員と交流しながら技術の向上を
図る場を提供した。また、企画公演①として市内の小中学校等によるコンサート、企画
公演②として公募及び大会の入賞者による音楽会を開催し、より多くの市民が楽しめる
音楽祭となった。

　音楽祭実行委員会で企画内容を検討し、公演内容に応じて、実行委員及びボランティ
アスタッフと連携を図りながら運営する。今後も市民のニーズを取り入れながら、入場
者数の増加を図っていく必要がある。

□　順調に達成した
□　達成したが課題があった

■　おおむね達成した
□　達成できなかった

NO 日付 会 場 公 演 名 入 場 者 数

1 11/12 大曲市民会館
企画公演①

小・中・高・一般  ５団体
336

2 11/12 中央公民館
企画公演②

ソロフェスタ入賞者等
121

3 11/12 大曲市民会館
横濱音泉倶楽部
一般向コンサート

288

4 11/13 大曲市民会館
横濱音泉倶楽部

０歳からのコンサート
291

5 11/13
大曲市民会館

中央公民館

交流センター

横濱音泉倶楽部
楽器クリニック

96

1,132

令和４年度
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外部評価

有識者の
意見・評価

●・音楽を聴く、楽しむということはもちろん、「みんなでつくる音楽祭のコンセプ
ト」で特色ある音楽祭として定着しつつある事業だと思う。楽器クリニック、０歳から
のコンサート、企画公演などは魅力ある内容であり、実施のための労力は大変だと思う
が、実行委員会の柔軟な発想で、独自色を出した大仙市の音楽祭として継続していただ
きたい。

◆事業費が三百万円近い額であり、こうした事業にどの程度の予算が見合うのかは分か
りませんが、自己評価から推測すると十分に満足できる事業であったことに、深く感謝
申し上げます。事業名も事業費も大きいため、実施主体の方々にとっては苦労も多かっ
たのではないでしょうか。お疲れさまでした。参加した市民の多くが、音楽を通して十
分に楽しむことができたものと思います。
　本市では、すべての小中学校で儀式（入学式、卒業式）の際に「大仙市民の歌」を斉
唱していることから、全小中生が歌うことができます。これが継続されてきましたの
で、おおよそ２５歳前後までの市民は歌うことができるでしょう。こうした取組は、本
事業の目的にある「まちづくり」「ひとづくり」「きずなづくり」とつながりがあるよ
うな気がします。すなわち、身近な音楽が事業の目的に合致する場合もあります。例え
ば、すべての小中生が自校への誇りをもって歌っている校歌。すべての小中学校（参加
者は一部分の児童生徒）が一堂に会してその披露を行うことはどうでしょうか。時々
（例えば３年毎）はそうした取組もよいのではないかと思います。もちろん、伴奏は各
校のやり方に任せることとして。
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外 部 評 価 委 員 の 総 評 

 

 

■ 逸 見 博 幸 （社会福祉法人大空大仙事務局長） 

 

 昨年に引き続き教育委員会の事務事業について評価をさせていただくことになっ

た。令和４年度の実施事業のうち１５の事業について説明を受けたが、コロナ禍で

様々な制約がある中にあっても、教育委員会事務局及び関係する各課、各機関職員の

皆さんが、工夫を重ねながら、限られた予算の中で市民や児童生徒のための学習の場

の充実を目指して日々取り組まれていることを強く感じ、その努力には心から敬意を

表したい。 

 

大仙市の学校教育については「大仙市教育メソッド」に基づき、各校が共通認識を

持って地域との連携も図りながら着実に実践されていると思います。 

中でも「大仙グローバルジュニア育成事業」は人材育成につながる事業としての可

能性を感じるものです。生涯学習課や地域事業との連携も図りながら、子ども達が在

学中のみならず、卒業後も継続して活躍できるような社会参加の機会作りを是非お願

いしたい。 

児童生徒数減少への対応、安全な教育施設環境の維持、ＩＣＴ化の推進や、部活動

の地域移行も含めた教職員の働き方改革などは一朝一夕でできるものではありませ

んが、今回説明を受けた事業については、自己評価により解決すべき課題についても

ある程度明確にされていることから、着実に事業を進めていただくようお願いします。 

  

ここ数年の事業評価で、特に高齢者を対象とした趣味や教養の講座開催について検

討を要する時期に来ているのではないかとの意見も出されていたが、各公民館が低予

算の中で実施方法の改善や、内容の工夫などに取り組んでいることが感じられました。

また、コロナ禍での制約はあったものの、学習発表の場としての事業や、世代や地域

を超えて参加できる事業など、これまでの実施形態にとらわれない発想でリメイクし

企画実施されたものもあり、今後の事業展開が楽しみな事業も見られた。 

新規事業である「大仙アカデミー」は、生涯学習計画の施策の一つとして掲げられ

ている「学習成果を生かした地域貢献」に合致した事業だと思います。講師の人選や

講演のテーマ次第では若い人たちも取り込むことで、次世代の人材を育成する事業に

発展する可能性が感じられ今後の展開が楽しみな事業だと思います。 

 

「教育とは何か？」いろいろな人がいろいろな定義をしていますが、その一つに「教
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育とは他者に対して意図的な働きかけを行うことによって、その人を望ましい方向へ

変化させるもの」という考え方があります。教育委員会の使命はまさに意図的な働き

かけにより大仙市の教育目標である「生きる力を育み、社会を支える想像力あふれる

人づくり」の実現を目指すことだと思います。 

少子高齢化の進行、家族形態・地域コミュニティの変容、高度情報化の加速による

仮想現実社会や情報過多時代への適応、グローバル化、温暖化など地球環境問題の深

刻化や戦争など、私たちを取り巻く社会環境は猛烈なスピードで変化を遂げています

が、常にこのような社会の変化を感じ取るアンテナを張り巡らせ、課題に対応しなが

ら大仙市の教育事業に取り組んでいただきたいものです。 

今後も大仙市発展の礎となる「社会を支える想像力あふれる人づくり」のために職

員の皆さんの一層の活躍を期待します。 
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■ 菅 原   潔 （学識経験者・元小学校長） 

 

日々、児童生徒の望ましい育みと市民の生涯学習にご尽力いただいていることに深く

感謝申し上げます。また、ここ３年間余りは、感染症の広がりによる行動制限のため、

事業等の施策の実施にも大きな影響がありました。その度に、このような状況下にお

いてもできることは何かを考えてくださっていたことと思います。以下、行政には全

くの無知な私ですが、手短に感想を述べさせていただきます。 

  

・ 少子高齢化、人口の減少により、地域の教育力は低下の方向に向かうものと感

じています。人と人のつながり、地域と人とのまじわり、地域と地域のかかわりが

希薄になり、かつての地域ユニットの単位ではものごとの活動ができない状況にあ

るのです。こうしたことを踏まえ、５年後、１０年後の見通しをもって事業を進め

ていくことがとても大事になっていくと思います。 

  

・ 人口減少に比例して、市の財政や職員の縮減は進んでいくものと思います。に

もかかわらず、行政サービスの質を落とすわけにはいきません。教育委員会事務

局の事業の多くは、単に箱モノを作って終わり、市民の生活状況を把握し見守っ

て終わり、というわけにはいきません。教育の難しさがそこにあると思います。

市民が施策の事業にかかわるかどうかは、個々の市民に任されているのです。ど

うか市民にとって魅力ある事業を立案され、積極的に事業にかかわろうとするき

っかけづくりをお願いします。 

 

・ これまでの踏襲ではない、新しい試みを加えて実施している事業がたくさんあ

りました。県の事業を活用したり、地域の諸団体と連携したりと、単独ではない

事業も見られました。今後はこうした取組が主流になっていくと思われます。ど

うか、近隣公民館との連携もお願いします。また、園や小中学校との連携もいっ

そう進めてほしいと思います。 

 

・ マンパワー不足を補う方法として、高齢者の活用を考えてみてはどうでしょう

か。６５歳以上の方々は、まだまだ元気な方がいっぱいです。活用の場合は、募

集の形のみではなく、直接連絡をとって協力伺いをしてほしいと思います。きっ

と喜んでかかわってくださる市民が多いと思います。（声をかけられることを待

っている方がきっといます） 

  

-38-



 

 

・ 高校生までの市民は、生まれた時から大仙市民です。旧市町村の感覚はあまり

ありません。あるとすれば、それは中学校区等の枠組みのなかで生まれた感覚で

す。こうした現状を踏まえ、各地域毎に行われる事業はこれまでと同様に大切に

しながらも、その枠組みを取り払って行う大仙市一体の取組も進めてほしいと思

います。仙北地域の施設はそれを可能にしてくれるものと大きな期待をもってい

ます。 

 

 ・ 捨てちゃもんじゃない大仙市を今更に強く感じました。市民でありながら、市

内には知らないこと、魅力的なものごとがいっぱいなのです。新しいもの、豊か

なものを求めることが常になりがちですが、市政２０周年を目前にし、もう一度

地域からスタートし、地域を見つめなおす機会となる事業もよろしいかと思いま

す。 

 

最後に、明るく元気な大仙市づくりの一端を担う教育委員会事務局の皆様が健康

に留意され、引き続きご活躍されることを願っています。 

 

-39-


